
71.朽木村西山城跡と

「砲台J 伝承

はじめに

ある歴史的事象の刷産物である伝承が、 l専の流れと

ともに変化 し、やがて消滅するまで、つまりその寿命

は平均的に400年だとする鋭がある。

そういう観点からすれば、今回その存夜が磁~、され

た朽木氏の山城と伝承との関わりは、大へん興味深い

ものカfある。

昨年秋、地元の朽木中学校郷土史クラブが土地の古

老数名より採録した伝1訟は、村役場の所在地大字市場

の北北東約 1.6kmの酋山山腹に肥られた愛宕神社に隣

接した尾根上に、領主朽木氏が設けた「砲台Jあるい

は rお械」があったとする、極めて簡単な内容のもの

であった。

その後の現地踏査によって、「砲台」の伝象地が災際

は当時の巡梢をほぼ完全な形で留めている、戦闘J切の
山械であることが確認された。

減跡の鯛ヨ空中とくに注目をJ認めたのは、中心事1Iの北

端に位置し、馬蹄形の土皐で閉まれた「彼煙台J の治

縦である。

r狼鎮台」を縄張リの中心部に配備した山械の存在が

非常に数少ない貨危な発見であるというばかりでなく、

伝承の変化過程を示す霊安な資料を得る ζ とができた

からである。

つまり「彼煙台」は「鈴火台」であり、さらにその

音読の中間替が欠落して「緑台 Ulうどい)J とな q、

400年後の今日ではごく少数の古老の記憶の片隅に、同

音奥義絡め「砲台J伝ゑの形でかろうじて残存してい

たわけである.

立地

佐々木朽木氏の西山城跡!j:、江若パスの村氏グラン

ド的停留所より北方l.4km、びわこ国体山母様技のコー

スを約35分間主主りつめた、根tli356mの西山山頂部に位

註する。

同地は安曇川本流の蛇行によりJt!.繭2方簡を、ま

た西方を支流の北川によリ閉まれておリ、北方背商Iま

西峰山地に迷する山稜の独立除上であリ、主要容として

の条件を発銀なまでに充足させている。

第 l図西山城付近地形図

また、城跡の双方直下には娘道市場~五番鱗~西万

木線が、西nには図逝 367号線(若狭義街道)が通り、

住吉より朽木領内への侵入者をi刷敬するjf{略上霊要な

J也点を占めている.

進m
g軽減{ま西山山頂を 2段に削平し、排土を閤聞に盛っ

て土星とした、典般的な掻き上げ城手法がうかがえる.

~mの土皐までは、愛宕神社の境内よりわずか10m余
の高さである。

械の縄張りは、基底部東西と南北の最長部ではそれ

ぞれ30mと80mのほIl'長方形であるのに対して、上段

部では17mと50mの砲弾形となっておリ、磁波にあた

る部分に馬蹄J修の「煉火台」が築かれている.

土星t立法催都の南北2郭の周辺においては、もっと

も高いものでも印刷に満たないが、上段部では50-120

cmをiQlJ'}、それらが各段の削平11包の周辺を断続的にと

り刻んでいゐ。

虎口(城戸口)!i法湿の西側に 2ヶ所観察される。と

りわけ商事~に通じるものは、愛宕神社;境内のJt上に位

法し、内側に桝形が設けらtlている点から大手口と考

えられる。

桝形1;1:後世平織に見られるような完全な閉~状態で
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はな〈、怖"に向かつて大き〈開t，{されてい

る.ただしその節分に遮へい物を放置すれば、

たどらにその機能を発稼できたであろうと怨

倣できる.

JJll史1・むいても南北15m、東l時6m~'Mll:の

小さなもので、後世の桝形の十且形と)}，iられ

る.例形の北京隅にはよ段の本丸拐へのR.l'.

~U，通じてお 1) 、その繭鱒にI:1t貧公~備えて

中心郭への防備上の配"がなされている.

iI婦のj インと考えられる「錫火fiJli、上

f~lm~t滑にあって、平均総 3m の:1: .':\で閉ま

れ、外rJ‘Fぴ.が約5mの馬蹄形になヮている.

ムI!!.の北1Mがl，~濯より立ちとがうて 3m~の

刊さ i-j主しているのは、強いJじ風のぼ『かをき

えき'るための配慮があったのだろ守か.

一方、内側liす 1)鉢状iこ孫ら込み、そのi虚

飾にはJtnHt騒があるらしく地銀が軟弱になっ

ている.

その他のB‘E主としては、越沼郡の;ft:fIの~t
liつまリ良{うしとらJの方向;ζ、一巡のa
き約1.2m 、高き 40cmの不強形なJj~~区耐が鋭

"できる.と〈に南側面は、ìBf~， 'I'で附ーの

2 -3 r貨のが彼みが認められる.

HのJl1立と 1在峻よりif1jくなった[:<tIsであるという点

から巧燃すると、鬼門除けの事Tf，ム均車e， f: i，引伝性もあ

る.あるいはお償みの外onよリさらにtkt唱J也'JJ.のわず

かな低位伎に注Bする左、欽mの内水キF留める貯水槽

の7f(I:が』号えられる.

なお遺憾に含めるか否かの判断li慢しいが. ~~竃つ

ま1)n. ;，r~胞の般:ftllよリ池山そ下った所に li.IIU止の

ntみが欺的.にのびている.側も 2m米械にす5ないが、

その.lIU舗はI.'tに務ち込んでいる点、あるいは槻切であ

ゥたのかも鈎1れない。

以ょが附イをつまり地衰の観燃によって紛られた、西

111b誕の遺t.の慌婆である.今後、制郁の凋伐と正縫な

測..に必いた縄張図を作成することによリ、よリト-

， '''~・織討を加える必要がある.

まとめ

勺純跡に関する遺物や文献等の資料が現時ぷでは未

発見のため、正織な築級者や年代はとも に不明である.

倒..としては、室町幕府の右足1衛隊的何;絡をれiヲてい

え:朽*{¥;Iニ刈して、外部からの[1.迫が殺もJ拘大した降、

つtリ将)It義明の朽木谷滋ちと釧川HI'tJi;のili般を頂点

として、人flj氏さらに浅井氏の勢}JがII'~~.~~Uに波及し

て怠た.h1町時代後期、干す木氏はその防僻拠点を従来の

飽か f，山lrlへ移行させていったものと 'J)'・える

J':Ij l1J~喰はその立地条件、つま I} !t高・水.flJ.規慌のい

ずれをとってみても、兵力』民間の常Jtl::凶銀であリ、

o 10 ZO 30・

鄭 2図 西 山 織委図

戦闘本他の111峨であったと息われる.

したカr) て当然、平常の生活根拠地としてのU~小説

あるも‘ 11本減の符イr-h'必要になるが、攻作:の村J~ グラ

ンドー僚に江戸時代を過して陣屋が段けられていたこ

とや、同地の磁小に~t極等の遺織をともも:..， 1:.夫会寺

院跡ゃlt切リ峨の伝承地があリ、室町期の定民自l洛等

が多.1ニ出土していることから考えても、このjlll)一

帯つまリ:-r-.l:野の段丘上をおいて他に与えられないだ

ろう.

そこでl何tJl械のff.(f窓殺を考祭すると、ニの械を起

点:にして1t.J収O.8kmlニ野尻坂態、潟市内1.25kmに'j':じ!JIf
の倣小~.(ま t'I1 本城)、i!91n.5kmに織谷の地名を似し、

またJl:"}jJ町ドロ Iユ安坐川下流域に通じるホr~fJiillとそ

の先翁lニ U~Q平野を. :ltより西方眼下に:1'谷線裏街

道をI:i:決する位置にある.つま1Jl!てが政射線上に存

夜するわけで、まさに‘扇の要・にゐったことがわか

る.

ニのことは141最上杉氏の若手白山峻と崎辺rw~の自己11

t樽i怠と1<<1イトさ ・ '1・てみると、きわめて興味深い~JH~にい

きあたる。

点目 tllhJIのゆ介、ノド減自体が放射の小心に低i遣する

と1.抑制'.ぞれよリ南東に延ぴる線上3kmの高併 1:1ニ
築かtLた中日リ6~の位置関係が、や 11 ') fj木氏の樋山

峻と問機に、戦1I山のド織を含む他の周辺鰐に対Lて

-‘-

Qの~的役"を来していることである.
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そしてよこにも謙信公の rのろし台J があったとい いること.

う伝承をみるのである. さらに全体的には、山織としての遺跡、であるにもか

つまり山岳地帯において防備を目的とした通信手段 かわらず、「隊合」の部分だけが伝泳されていったとい

では、役も有効かつ合理的な方法として鋒火が用いら う事実。つまリそれが遺跡平頂上のおよそ20分の 1と

れ、その要所に鎌火ftを築くという前者に共通した発 いう高い捌舎の薗績を占布していたからだとも寸滋商

売裂が認められるのである。今後l土、さらに多くの事例 の他に、遺跡中でもっとも重姿な機能をはたしていた

をもって究明していきたい間鱒である. ということの証書となっていることである。

最後に、この f砲台J1云j.f(と西山織の調査を進めて きい換えれば、伝ゑもその続み方次第で立派に資料

い〈中で、伝承に対するいくつかの新たな認識をさせ としての真慨を発郷するということである。

られたということを報告しておきたい。 徒に軽視する二との通弊は、排除していくべきだと

それは、はじめに述べたように 「係火合」から「砲 いうよとを付脅しておきたい。

台」へという形で、伝ゑされ変化する過粍をlil示して {病問 敏)

72.大津市南郷

古窯跡群について

F街郷宙線跡~~}~'i大潟nlïi菊郷町の袴股山を中心とする

i*i郷丘陵に位設する。南郷丘陵には現ギE須恵総然、タ

タラ跡、瓦穏などの古語足跡が確認されているが、その

数やf立i授については明磁にされていない.さらに、古

楽の中には造成や盗織にあい消滅もしくは崩壊寸前に

あるものがある。この中にあって、現在線認されてい

る須忠務総跡から出土するニ仁総について紹介したい。

古然跡li;通称立木観音参道にそった谷筋を中心に位置

し、そニから出土する須恕畿は近江図街と密接に関i坐

する賞1Ilな遺物と言われているが、現在、昭和50年度

版 r瀬田堂ノ上遺跡調査報告njに須EE器の一都が紀

滅されているのみで他にない.

耳~R骨 lま分布織査で1:黛本体を日月搬にすることはでき

ず、灰原の位訟を磁認するのみで、今回Iま灰原内にi欽
‘乱する遺物(杯重量 ・身)をct心に記述する.

A-l地区

南郷の集落より立木観音参道を約 0.5km行った山富草

に位澄し、現者E竹鮫になっている。その断面に灰原が

露出し、!夫原内より多量の須55絡が出土する。灰i浪の

範閣は南北約 5m、東西約15mで、高官lま数棋で情成さ

れていると思われる。数ヶ所にi径綴穴がみられる。双

方の水自にも流出したと息われる須J&.畿が飲布する。

杯笈 (1) 口径14.3cm、彼存潟2.6cmを測 1)、天井中央

部につまみが付〈。天井は平.IQでゆるやかな曲線でロ

縁部にいたり、ロ紋織部を下方へ鳳曲させ、先立識を丸

くおさめる。天井部はへラ切リ後ナデ、その他lま;倣ナ

デ澗畿を泌す。胎zヒは良〈納長石粒を多i誌に含み、焼

成Iま1略級で淡黒灰色を呈する。

杯身 (2) 復原口径15.5cOl、総尚4.2cmをdtjl)、外方へ

ふんばるi荷台がつ〈。高台li内泌が接地し外織は外方

へつまみ出す。口縁部はやや外反し端部を丸くおさめ

る。内lIii中央%は苦しナデ、他 iま績ナデ~l~である o }産

総外部lまへラ切リのままで、粘土絞め痕跡、を殺す.な

お、高台内端lま1sね焼きのため一部端部が剥i殺する。

胎土 ・焼成 ・色慾jは事転車長(1 )と同じで、袋商に多くの

不純物がイ寸先宣する.

A-2地区

A-lよリ約0.6km参道を登 1)、そニよリ西方へ約0.2

陶芸fりつめた山腹にf立践する。 E灰夜原{は立北閲する怠急'

に帽約 3m、長さ約801に広がり、 tliflic髭/;t約 4mを

a!tJる。
杯宣f(3) つまみのつ<Ztて¥口径13.5cm、殺寺子高1.4

cmをiUtJる。天井，;t本来平i!!であったと忠われるが中央

部は議ち込む.ロ綴織は少し S~子状に屈曲させる.天

井部はへラ-I;IJり後策〈ナデる。他1ま徽ナデ開後を泌す。

天井外部に粘土級のtl:跡が残るo n台土 ・焼成 ・色調!主

将室長(1 )に似る。務官百に車UIい黒点がつく.

杯身 (4) 復原口径1l.6cm、総高4.6cmをU(IJ1)、外方へ

ふんばる務台をつけ、内端が核地する。口まま部はやや

内幸1i;iYみにのび端部を外反させる.底部外蘭，;t:へラ-J;1J

リ後ナデる。 7)<ピキの可能性がある@胎土lま良好で微

- 3 -



細な長石訟を多量tに含む.焼成t孟竪級で灰岩青色を呈す

る.表面に.気泡が多 〈みられ.ロ縁部I孟大き〈変形

する.

A-g地区

A-2のI釘Ji約40mに{立湿し、当地は斜面が暢6-

8m、fi:き95mにわたリtlV弘、高低鐙11約 3mを.る.

このllJ也とその附方に須恵ut.-と多量の鉄海が散乱す

るが、須!.I!2量と鉄i撃の関iit1.l-ついては明憾にしがた

い.Dl士也のI)iJ}j約 5mに11小谷111tI<lAtれる.

杯董 (5) 偏平な必で中央11511r1*幸治部より下方へ落

ち込む.日後14.1師、&tUjl7c聞を測 1) 、天J~中炎に偏

平な諸左京昧形のつまみがつ<.口総郁11縞8sをわずか

に下}jへIdll仰させ、先2舗を丸くおさめる.天井部は%

をへラ ~J リ後波〈水ピキ!刈撚を』留す. 他 li~貨ナデ絢事長

を泌す.口線先端部11ntJJ線九のため制雌し、天井部

の外商近〈に 11他の 2~庁長の柏:上流が円形に付婚する.

胎土Ii良好で細砂 .fl:rjせが少量含まれる.焼成t孟堅

綴て'i災E商品k色を患する.

杯身 (6) 11総務11欠失する.短い高台がつくもので、

高台11~刷会体が綾地する. f町合の機銃11担l-;tである.

底都と体節のt兎界に明瞭な~U.が返る.飴土にごく少

量のÆ?l f~ を含む他I主将磁(5 )に同じである.

A-4治区

A-3よりlMRlっmてた小さな谷筋に位[iする.

灰康、11;初出する斜面に広がリ、制 ・長さと b約 9mを

る.自信低mli2.7mである.灰原には須恵i:が足の踏

み犠むなもねに散乱し、使・筆などもみられる

杯董(7) n tY¥ 14. 7cm、終局l.8cmを沸IJI)、備事な天井

官官の中央γ偏iftな桜宝瓜形のつ虫みがつ<.骨量形の中

央部11杉並(5 )と同じ<11織.都よリ (6ら込む.口総

~書事 11下方へつまみlli し、先織を尖りぎみにする.胎

上11良好で畏;rj粒を多後に含む.後成I孟略鍬で!Rtっぽ

い灰色をIJ!rる.浪商の%1よ娩lすただれ、灰色と絹色

〆三コ;竺干、

¥一二
。
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のS笹色を呈する.

杯身 (8) 口径1 2.6畑、~高4.5舗を制 1) ，内置Eする緩

い高台がつ<.ロぬ商事l.t内湾し、先泌を九〈必さめる.

底郎外商はヘラ切リ後策い水ピキ鯛絡を事事し、他11内

外Jniとも償ナデi凋箆を織す 飴上に少鼠の長石鈍を含

み、銭alま良T1-でi炎灰色を呈する.

以上の他、出丘fllニIl3..，.所(A-5・6・7)の須

?忠告告の分布をみるが、いずれも締本体を明諸にするこ

とはできない.

っき.に、上記のm，y.総の鋪年的{立憲付けを他の遺跡

と対比させてみよう.( 1 . 2)の村鑑11天井部に九味

を有f し、事事身 t主潟 f; に ~jい形態をみることから、陶色

MT21、陶邑綱1fIV I¥"}¥ 1 段階に1員例争::J(める ζ とが

で念、 1鎌Jbi，、京日.11:の lこ総に近い特徴をもっ.(3・4) 

l:t ( l . 2)に近似した形悠を'J!rるものの、杯ltlil“
平に近〈なリ.係身の術会のふん1Iリbゆるくなる.

これは(1・2)よリ 1段階析しい形鯵のものと思われ、

陶&舗~N '\" 式 2-3段階とよ< 1.はる.近江国領I ・ ~

ノヒ遺跡でよ〈みられる総形である.(5・7)の#、必

は完全に偏平化し、が身(6・8.の誕百台l孟短〈後続

も組織になる.こういった特徴11陶色偏重手IV ~式 4 段

階に額似するもので、平安時代前納のものといえよう.

このように、少畳ではあるが削郷古無勝から出土す

る須恵一銭を検討して δ たが、熊本体J; よぴ他の ~if形を

IVU竃にret虚しないかぎ 1)鉾舗なE命党11で与ない.しか

し.記述したニiニ穏をムるかt!リ再現跡11時代とともに山

'置から山!lへ移動しているよ うにうかがえる.さらに

一巡の七骨量の時刻H:みると、はほi!i:i[(討術の存teした

時期と一致する.このこと はJlPt-H1:.1*i郷占紫跡事宇が近
江副衡に伴っ t:'(f~て・あると断言守できないにせよ、そ

の可能性を充分泌たしていると う与えることは可能であ

ろう. (lUB終樹)

10蝿
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